
ミ
チ
ー
ー
ミ
ツ

結
く
る
時
は
迭
に
削
川
を
的
ひ
、
年
仰
に
廻
怨
し
て

一

ξ
ヅ
イ
シ

水
石

臨
門
川
郡
上
湯
川
に
泥
灰
岩
の

利
を
取
る
こ
と
本
に
描
ぐ
。
』
と
い
ふ
が
如
く
で
あ
っ

一
即
時
間
が
あ
っ
て
、
そ
の
腕
か
ら
石
灰
前
を
琵
す
る
。

た
。
凶
っ
て
九
年
九
且
の
剖
闘
に
主
っ
て
、
臣
家
の
稲

一
地
方
で
は
石
白
容
を
航
ゑ
る
に
則
ひ
て
、
水
石
と
穏

を
諸
凶
に
貯
へ
て
百
姓
に

m
m仰
す
る
こ
と
を
然
断

一
す
る
。

し
、
若
し
謎
ふ
者
が
あ
れ
ば
迩
帥
酬
を
以
て
論
じ
、
共

一

の
物
を
技
官
し
、
同
部
の
官
λ
は
見
任
を
併
〈
で
あ

一

ら
う
と
版
怒
ゼ
ら
れ
た
。
さ
れ
ば
此
の
如
き
際
に
勝

一

石
の
私
加
を
川
勝
し
た
ζ

と
は
、
そ
の
以
利
の
多
少

一

に
よ
ら
ず
全
然
泌
訟
で
あ
っ
た
の
で
、
'
仰
が
以
に
利

一

四
仰
を
波
官
せ
ら
れ
た
に
止
り
、
そ
の
本
初
と
い
U
m酬と

一

を
加
配
布
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、

m
Hつ
は
山
内
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
。

ミ
ツ
イ
ハ

ザ
キ

。
浦
町
川
西
方
の
跡
。

εヅ
イ
ハ

ヒ

水

枕
閉
山
政
問
代
に
、
約
曜
の
終

っ
た
後
mu
は
双
方
の
貌
戚
に
阿
賊
し
た
。
先
づ
式
滋

に
入
る
と
そ
の
家
の
伐
叫
は
『
英
紙
仰
泌
り
』
と
呼

ん
で
主
人
に
泌
ず
る
。
こ
れ
は
何
時
で
も
す
る
こ
と

で
あ
る
。
宅
容
の
封
談
終
。
、
符
の
郎
ら
う
と
す
る

昨
、
伐
鮮
は
水
を
焼
。
山
担
斗
を
添
へ
た
手
摘
を
前
に

芭
き
、
日
航
ん
で
平
伏
す
る
。
存
は
こ
の
崎
山
叫
協
添

く
納
受
す
る
旨
を
述
べ
る
の
で
あ
る
が
、
若
し
そ
の

扶
修
が
な
い
な
ら
ば
、
直
に
水
を
前
び
せ
掛
付
、
そ

れ
そ
水
制
帆
と
抑
制
し
た
。

ミ
ツ
イ
ヘ
光
家

凶
の
お
二
子
。

Z
ツ
=
一
ッ
江
泊
部
閉
，
庄
に
幽
す
る
部
古
川
。
江

沼
志
一
制
に
、
こ
の
村
に
御
苧
跡
と
い
ふ
が
あ
り
、
そ

こ
に
入
日
松
も
あ
っ
た
と
し
、
笈
閉
山
紀
州
に
は
、
音

絡
の
訟
に
御
苧
が
あ
っ
た
と

し
て
ゐ
る
。
訳
仲
間
に

『
名
前
A

々
は
三
q
村
が
名
所
、
山
を
か
与
え
て
御
む

を
持
て
、
前
が
そ
0
は
し
そ
れ
名
所
。
』

ミ
チ
ノ
ト
モ
シ
謹
の
と
も
L

一
冊
。

金
祁
の

俳
人
郡
大
組
。
文
化
十
二
年
京
紛
旧
活
助
政

o
m大

が
先
附
後
川
の
筑
に
水
巡
回
揮
を
卯
い
岡
山
岡
山
元
院
に
建

て
た
凶
み
に
遺
じ
た
勾
鋭
で
あ
る
。
水
談
阪
は
布

凶
・後
川
そ
の
外
門
誌
の
依
跡
を
泊
め
た
も
の
だ
、

仰
の
去
に
泌
行
上
人
一
径
が
六
手
の
名
脱
を
出
き
、

製
而
に
北
枝
・布
凶
以
降

の
側
糸
を
犯
し
た
も
の
で

あ
る
。
序
は
文
化
乙
亥
到
附
芸
門
川
の
記
す
る
腕
。
但

し
序
文
に
こ
の
年
後
川
の
泌
忠
に
佑
る
と
あ
る
が
、

十
七
回
忌
な
ら
ば
明
年
の
密
で
あ
る
。

ミ
チ
ハ
シ
ガ
タ

道
橋
方

税
政
時
代
に
、
道
路

及
び
総
帥
棋
の
修
裂
を
掌
る

一
郎
防
で
、
術
的
前
官
聞

の
巾
に
印
刷
し
て
ゐ
た
。

zチ
ヲ

道
雄
』
ナ
ホ
ヤ
マ
ミ

チ

ヲ

直

山
滋

刻
。

一ッ
岩
崎

岡
山
主
制
小
綿
入
の

る

部

首

問

。

諸

滞

士

の

怒

田

昌

に

依

っ

て

佑

か

に

配

分

す
る
の
み
で

Z
ツ
ガ
守
へ
三
四仙

金
相
仰
の
町
名
。
殺
松
山一品

一
あ
っ
た
が
、
直
方
か
ら
六
代
高
容
の
時
明
治
十
年
か

脱
出
寺
の
附
近
で
あ
る
。
哲
訟
に
、
一
一
品
剛
師
寺
は
品
川
間
前
段
一
ら
mu〈
震
抗
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

の
創
立
す
る
防
で
あ
る
か
ら
、
世
人
之
を
湾
問
野
両
国
間
一

Z
ツ

ク

チ

三
y

ロ

能
安
部
山
k
郷
に
印
刷
す
る

寺
と
い
ひ
、
そ
の
門
前
地
を
箔
限
前
と

い
う
た
の
一
昭
訴
。

が
、
開
じ
て
三
桃
に
な
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
こ
の
一

地
は
務
政
時
代
に
多
〈
光
伴
前
と
mu
か
れ
、
そ
の
光

一

停
は
お
磁
寺
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
の
が
奈
岱
で
あ

一

1

2

，wh，

m
 

ら
う
。
然
ら
ば
・
刊
制
限
寺
前
が
光
停
附
と
な
り
、
そ
れ

一

t
ヲ
w
q
h

，

-

を
光
侍
前
と
削
ん
だ
伐
に
三
併
に
料
じ
た
こ
と
に
な

一

る。

Z
ヅ
ウ
チ
ロ
合
ザ
エ
モ
ン
ホ
内
六
左
衛

門

石

川
泌
村
引
の
十
村
。
苧
保
中
山
械
に
附
う
て
、
徳
光

・

品川
松
・

治
部
の
お
伴
砂
地
を
附
加
盟
し
、
成
る
に
及
び

こ
与
に
村
引
新
を
建
て
た
。
六
左
術
門
文
F
T
保
三
年

続開
川
の
人
林
佐
太
郎
と
説
。
、
迎
上
均
等
七
今
村
の

荒
総
を
山
開
拓
し
、
十
一
年
に
終
っ
て
手
取
川
山
聞
と
務

し
た
。
又
問
七
年
平
加
か
ら
鷺
森
に
京
る
砂
地
山
間
裂

に
従
ひ
、
各
村
地
内
に
組
込
ん
だ
が
、
是
は
十
九
年

に
終
っ
た
。
次
い
で
元
文
五
年
加
到
滞
罰
則
近
江
今

却
・弘
川
の
湖
岸
抽
出
除
工

mを
竣
成
し
、
功
に
よ
っ

て
扶
持
前
四
十
五
石
五
斗
を
受
け
た
。
明
和
三
年
九

且
夜
、
飴
七
十
五
o

zツ
カ
イ
テ
三
田
市

石
川
郡
中
拠
郷
に
回
す

る
部
町
問
。
明
治
巾
に
京
0
柄
引
の
部
訴
を
併
合
し
た
。

ミ
ツ
カ
マ
チ
三
日
町

羽
咋
郷
抑
水
巾
庄
に
あ

加
れ
の
刀
工
。
二
代
剛
山
助
光

円j

口

Fn川
川
被
月
町
に
邸
す
る

ミ
ヅ
カ
ミ
サ
ン
ノ
ジ
ヨ
ウ
水
上
三
丞

矢

口

近

藤
三
九
郎
。
=
一
丞
は
氏
を
改
め
、
越
前
府
中
に
於
い

て
前
町
利
家
か
ら
丙
石
を
街
し
、
そ
の
後
世
々
山
市
に

仕
へ
た
が
、
九
代
左
太
夫
の
時
文
政
十
一
年
出
奔
し

て
家
断
絶
し
た
。

ミ
ヅ
カ
芝
生
エ
モ
ン
水
上
太
右
衛
門
初
め
て

前
回
利
指
に
仕
へ

、
総
七
十
石
を
受
け
た
。
子
mm務

に
世
襲
す
る
。

ξ
ツ

ガ

ン

密

健

』

コ

ウ
ガ

y
ジ
一
品
協
寺
o

zツ
ガ
ン
密
丸

滞
士
多
賀
氏
の
製
品
ι
で
、
有

名
な
る
禁
剤
で
あ
る
。
も
と
前

m家
に
偲
へ
る
民
法

で
あ
っ
た
の
を
、
貞
享
年
間
前
回
綱
紀
が
多
賀
直
方

を
釦
変
し
た
際
之
を
隊
。
、
以
後
掛
川
俣
服
用
の
も
の

も
亦
多
れ
氏
の
制
訟
す
る
所
と
な
っ
た
。
之
を
以
て

ミ
ツ
ガ
マ
へ
パ
シ
三
総
括
金
保
一
品
開
師
寺
の
門

前
な
る
合
且
用
水
川
に
架
け
た
稀
で
あ
る
。

z
.Yカ
ミ

水

上

鹿
島
郡
熊
淵
の
内
の
小
手
。

ミ
ヅ
カ
ミ
水
上

珠
洲
郡
上
(
畑
山
古
川
名
)
の
内
の

小
手
。ミ

ヅ
カ
ミ
ガ
ハ

水
上
川

臨
ね
叩
矢
川
節
水
上

か
ら
続
出
し
、
同
制
で
大
谷
川
へ
入
る
。
統
利
凶
粁

-zι

。
R
 

八
ミ
ツ
安
チ

邸
前
。zツ

9
チ
シ
ン
三
ッ
ロ
新

石

川
市
石
梢
陀
に

邸
す
る
部
古
川
。
花
氷
九
年

-K巴
川
水
川
来
の
後
、
そ

の
除
水
を
以
て
州
製
し
た
地
で
あ
る
と
い
ふ
。

ミ
ツ
9
=
光
固

加

賀
の
万
工
、
初
代
光
凶
臼

医
長
の
者
三
郎
家
置
の
縞
子
で
、
別
に
家
を
訟
て
た

も
の
。
泡
群
忠
助
。
泥
附
と
切
る
。
立
永
巾
授
。
二

代
光
凶
は
そ
の
子
で
、
一
辿
税
哲
三
郎
。
利
一
州
住
際
原

光
州
と
切
る
。
そ
の
子
忠
右
衛
門
は
初
め
=
一代
光
凶

と
締
し
、
後
光
平
と
殴
銘
し
て
加
州
全
開
住
際
限
光

部
品と
切
っ
た
。
見
学
保
凶
。

Z
ヅ
グ
ル
マ

水
草
作
M
家
見
同
州
却
に
、
関
安
四

年
五
且
下
旬
か
ら
金
卸
小
市
川
副
披
む
告
の
彼
方
に
餓

飽
の
合
務
所
出
来
し
、
水
耶
を
以
て
抽
出
を
製
し
た
o

m阪
市
兵
街
と
い
ふ
牢
入
、
扶
持
を
悶
は
る
に
於
い

て
付
水
市
中
」
以
て
A
n
h却
す
べ
き
こ
と
を
合
成
ま
で
巾

出
た
に
つ
き
、
御
異
風
組
和
削
助
右
衛
門
・

御
大
工

山
上
哲
お
街
門
と
一
用
談
し
て
之
を
諮
ら
し
め
た
が
、

そ
の
後

納
罰
則
を
は
た
〈
水
郁
も
泊
々
起
っ
た
と
あ

ろ
。
若
し
こ
の
担
感
に
殺
が
な
け
れ
げ
、
正
保
年
中

多
問
拠
助
が
合
且
用
水
を
利
用
し
て
加

mを
諮
っ
た

の
を
水
市
の
初
と
す
る
家
仰
が
祇
し
い
こ
と
に
な

る
。
披
者
寺
附
近
の
水
耶
は
辰
巳
用
水
の
俗
水
青
山

ひ
た
も
の
で
あ
る
。

Z
ヅ
グ
ル
マ
マ
チ
水
車
町

金
持
の
町
名
。
元

総
九
年
の
地
子
町
肝
煎
椛
昨
附
に
水
郡
川
と
あ
り
、

同
年
火
災
担
に
浅
野
水
郎
町
と
杷
似
し
、
今
も
或
は

一
七


